
○予算繰越（当該年度の前年度からの繰越額）

単位：百万円

　平成21年度は、問題発生時の迅速な対応、及び適切な利用環境を確保するための定期的なメンテナンスを実施し
た。
　また、平成22年3月、地方公共団体の組織内ネットワークを相互に接続し、情報の共有による高度利用を図ること等を
目的とした高度なセキュリティを維持した行政専門のネットワークで、すべての都道府県、市町村が参加している総合
行政ネットワーク（ＬＧ-ＷＡＮ）経由によるシステム利用を可能とした。

平成１３年度

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

　行政処分状況、処理業許可業者の実態に関するデータの充実及び廃棄物処理法の見直し等制度改正に伴う機能付
加や調整等を図るとともに、迅速な行政処分や許可等に際しての不適正業者を排除するための基礎資料の整備、構
築を行うため、システムの機能改修を行い、システムを拡充整備する。
　適切な利用環境を確保するため、システムのメンテナンスを定期的に行うとともに、問題の発生時に迅速に対処す
る。

　国と都道府県等、都道府県等間で情報を共有し産業廃棄物不適正処理に迅速かつ的確に対処し、行政処分を適正
に実施するなど産業廃棄物の適正処理の推進を図る。
　当該システムを利用した効率的な情報収集を行うことにより、国及び都道府県等における事務の効率化を図る。

廃棄物・リサイクル対策部

一般会計

担当部局庁

廃棄物・リサイクル対策の推進

執行率 111% 58% 31%
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事業番号 128

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(環境省)
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　許可申請時等における事業者や自治体職員の事務負担の軽減、及びさらなる情報共有化による行政処分の円滑化
により悪質業者の速やかな排除が求められており、制度改正をも踏まえたシステムの利便性を向上させることなど、機
能の改修・保守等メンテナンスが必要である。なお、機能改修は平成22年度に予定している。
　平成23年度には、システムの更改を予定している。現行システムは、環境省のデータセンターで運用されているが、
「新たな情報通信技術戦略」(平成22年5月 ＩＴ戦略本部決定)を踏まえて、次期システムの運用方針を検討する必要が
ある。その際は、システム全体の効率化についても検討する。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

18 12

19年度 20年度 21年度

執行額 20

予算額(補正後） 16

22年度 23年度要求

総事業費(執行ベース)

関係する計
画、通知等

廃棄物の処理及び清掃に関する法律(昭和45
年法律第137号)第23条の2(情報交換の促進等)

環境省ネットワーク(共通システム)最適化計画(平成
18年3月6日環境情報管理委員会決定)産業廃棄物
行政情報システム運用規程(平成19年10月10日産業
廃棄物課制定)

会計区分

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

担当課室 産業廃棄物課

上位政策

産業廃棄物課長
坂川　勉

0 0 0

40

7 5

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

　請負業者との間で電話や電子メール等で連絡し、定期的に当課の担当者と打合せを行うなど、常に適切な利用環境
が確保されるよう努めるとともに、事業の進捗状況や達成状況を確認している。



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ

て補足する)
(単位:百万円)

環境省

5百万円

（株）エヌ・アンド・アイ・システムズ

２百万円

【随意契約】

本事業が滞りなく確実・高品質に、かつ、効率

的に業務が実施されるよう請負者を管理・監督

①問題発生時の迅速な対応等、適切な利用環

境を確保するためのメンテナンスの実施

②総合行政ネットワーク（ＬＧ-ＷＡＮ）経由によ

るシステム利用の開始

【一般競争契約】

（株）ケー・デー・シー

３百万円

システムにおける産業廃棄物時処理業者に

対する固有番号付与に関するデータ入力作業

など



費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目

A.（株）エヌ・アンド・アイ・システムズ E.

使　途
金　額

(百万円）

雑役務費 システムメンテナンス 2

計

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0計 2

雑役務費 データ入力など 3

B.（株）ケー・デー・シー F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 3 計

C. G.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

金　額
(百万円）

費　目

0

D. H.

計 0 計

使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

0計 0 計


